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小牧市障害者団体連絡会通信

令和３年度小牧市市民活動助成金交付事業





コロナウイルスの感染者数が減ってきて、少し外出気分にもな
りますが、まだまだ油断はできません。３密対策をしっかりして、
１回でも多く例会をしたいものです。７月は「遊字で暑中見舞い
の葉書を書こう」。久しぶりに会う会員と作品作りは勿論のこと、
おしゃべりも楽しみました。８月はお盆休み。９月は緊急事態宣
言中で休会。１０月は例会を兼ねて、犬山市で行われた愛知県難
聴協会の行事「耳の不自由な方の交流会」に参加しました。犬山
市や岐阜県から参加者があり、多くの仲間とおしゃべりを楽しみ
ました。

１１月に「オンリーワンの手帳を作ろう!」、１２月には「耳の不自由な方の交流会」を予定し、
市広報に案内の掲載をお願いしました。また新しい難聴者に出会える嬉しいなぁ～と思っています。
１月には、新年会を皆さんで楽しめたら良いですね。
10月31日投票の衆議院議員選挙の政見放送について。小選挙区には字幕が付いて、比例区には

手話は付くのに字幕が付いていませんでした。手話の分からない難聴者は切り捨てられてしまって
いて、とても残念でした。（古木）

9月18日（土）、全国肢体不自由児者父母の会連合会の全国大会が東京で行われ（You Tube配
信をメインに、最低限の参加者のみで開催）、来年、愛知県で行われるため勉強に行ってきました。
今回はオリンピック、パラリンピックの終了直後だったこともあり、講演の内容も「住み慣れた

地域で共生社会の実現!東京オリンピック・パラリンピックは私達の暮らしに何を遺したか」でし
た。特別支援学校の学生（車椅子の生徒）が希望者は観覧することが出来たそうで、大変貴重な体
験をさせてもらえる反面、感染拡大地域ということで本人、家族への丁寧な説明、聞き取りのもと
希望者で行えたそうです。ただ、選手側にはユニバーサルベット付きのトイレなどの設備があるけ
れど、観客側には無かったなどの「ちょっぴり残念な事」なども特別支援学校の先生からお話があ
りました。また、野田聖子議員の基調講演「障害のあるお子さまの育成、医療的ケア児支援法につ
いて」では、ご自身の育児の事に触れながらのお話で、同じような子育てを頑張っている母として
もとても共感ができるお話でした。シンポジウムでは「東京オリンピック・パラリンピックから私
達は何を引き継ぐか」と題して、バリアフリーの取り組みなどについて発言や報告があり、たいへ
ん学ぶことの多い充実した１日になりました。
小牧の父母の会では、クリスマス会だけは、今年もなんとか感染症予防対策を充分行ったうえで、

みんなの元気な顔が見られるように準備しています。来年こそは「日常」が戻ってくる事を願って
います。（上田）

団体活動報告

▲犬山市民交流センター「フロイ
デ」で開催された交流会。当会
からは7名が参加しました。



コロナも収まってきた感がありますが、「きらら」としては安
全第一に思い、慎重に事を進めています。おもちゃの貸し出し
を再開するにあたり、先日大々的におもちゃの消毒・整理をし
ました。またみんなが安心しておもちゃと触れ合い、笑顔があ
ふれる日を心待ちにしています。例年のようなイベント活動は
まだ行えていませんが、10月 16日のふれあいまつりに向けて、
参加してくれた子どもたちのお土産用に、トコトコ動く指人形
を 130個作りました。喜んでもらえたでしょうか。12 月 19日
（日）には、一年ぶりのピアノコンサートを予定しています。デ

ィズニーメロディー、懐メロ、クラシック、何でも素敵に演奏してくださるKAKERUさん。リクエ
ストにも応えてくださいます。すぐそばでピアノの生演奏が聴けて、大人も子どもも夢のような世
界に引き込まれます。万全を期して準備していきますが、あとは実現できることを祈るばかりです。
まだまだ不完全燃焼の日々が続いていますが、「きらら」メンバーは毎月集まって、前向きにまじ
めに話し合い活動を行っています。（船橋）

コロナの影響で中止もありましたが、7月26日にやっと対面とzoomの併用で会議ができました。
ゲストに発達障害の子どもさんを育てられたふたりのお母さん（パパママサポートあおぞらとポプ
ラの会）をお招きして、色々とご意見をいただくことができました。おふたりから｢知ることは何
よりの支援｣「障害のことを知り、自分の子育ても大きく変わって子どもを褒められるようになっ
た」「周りの理解で全然違ってくる」「学ぶことで本人の気持ちがわかってきた」「二次障害を防
ぐためにも知ることがとても大切」ということや、「今の教育現場はみんなに同じことをさせるの
で普通から外れる子には大変だが、障害とわかると合理的配慮にもつながる」という話もありまし
た。そして、障害のある人たちの言動には理由があるので「障害」についてもっと知ってほしいと
言われました。
ここばりこまきは今までもいろいろな形で知っていただく取り組みをしていますが、今回は関心

を持ってイベントなどに来る人以外の、あまり関心のない人（知らない人）にも知ってもらえるよ
うな取り組みを考えてみることにしました。
それを受けて 9月 23日 zoomで会議を行い、明石市の車内広告を参考に障害の方の色々な行動

について知らせる広告やビデオ撮影・動画配信について等意見交換を行い、次回10月24日に続き
の話し合いを行う予定です。（御手洗）



デジタル庁も発足され、世の中はいよいよICT化が加速していく中、視覚障
がい者はどうなるのか?誰かが何かをしてくれるのでしょうか?そんなわけ
はなく、当事者が自ら考え、たちあがっていかなければなりません。そのた
めこまき視覚障がい者の会では、iPhone 講座とサポーター養成講座、悩みご
とを相談できるおしゃべりサロン、「ぶらこまき」など情報発信のための広
報誌作成に力を注いできました。しかし視覚障がい者が iPhone や PC を使い
こなし便利になっても、それだけでは安全ではありません。白杖を使った歩
行の正しい知識を習得することと、いざというときに助けてもらえる「人」
の力がとても大切になります。そのため、当会では今年度助成金を受けて当
事者に「歩行訓練」を推進するだけでなく、視覚障がい者の特性を市民の皆
様に知っていただき、サポートが受けられやすい環境を整えるソーシャルインクルージョン推進活
動をすることを目標としました。コロナによる活動自粛が続きましたが、緊急事態宣言が解除とな
った10月24日（日）小牧市中央図書館において、しきの会と合同で「パラリンEXPO」を開催す
ることが出来ました。「さわる」「きく」「あるく」の各ブースを設け、見えなくても「楽しめ
る」世界を市民の皆様に体験していただきました。午後からの歩行訓練士坂部司先生のトークライ
ブでは、市民と当事者から質問が寄せられましたが、先生からの回答には「なるほ
ど～」と教えられることがたくさんありました。当会では、このような体験型のワ
ークショップを今後も展開していきたいと考えています。（水谷）

こんにちは!コロナワクチン接種も進み、治療薬の話もちらほら聞こえ始めましたね。しきの会
は楽しいイベントを企画して障がい者と健常者がごちゃまぜになりながら”関わる”機会を作ること
を一番に考えていました。こども料理教室・・・バリアフリー音楽会・・・休みの国EXPO ・・
・!!!いつになったら以前のようなイベントを開催できるのだろうと機を伺っております。皆さ
ん、忘れないでくださいね!
さて、12月11日（土）、去年同様に「こまき視覚障がい者の会」さんと合同でクリスマス会を

開催します!場所はワクティブ小牧です。様々な楽器の演奏と歌をお楽しみくださいね。お待ちし
ております♪
年が明けての 1月末には『ハロー!福祉 パラリン EXPO』と題し様々なワークショップを企画

しております。場所はこまきこども未来館です。体験型ワークショップを考えておりますのでぜ
ひ、遊びに来てくださいね!!（ちょっと早いですが）2021 年も皆様方には大変お世話になりま
した。来年もどうぞよろしくお願いしますね～。（関）



こんにちは 賛助会員全障研小牧サークルです!

お便りコーナー


